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令 和 ２ 年 ３ 月 ２ ４ 日  
秋田市障がい者総合支援協議会    

 

令和元年度秋田市障がい者総合支援協議会就労部会の総括について 

 
部 会：秋田市障がい者総合支援協議会就労部会  

部会長：秋田市障がい者総合支援協議会就労部会会長  
委 員：秋田市障がい者総合支援協議会就労部会委員  

 
 

１ 令和元年度の協議の方向性と課題について 

令和元年度の就労部会における目指すべき方向性は、次のとおりであった。 

障がい者の就労環境の整備のため、障がい者の就労支援に携わる機関により以下に

掲げる課題に取り組むもの 

(1) 障がい者の就労課題に特化した課題整理と検討 

(2) 就労先の開拓について 

 (3) 実習先の開拓について 

(4) 特別支援学校卒業予定者等の就労系障害福祉サービス利用について 

 

２ 協議内容 

１に掲げる目指すべき方向性を踏まえ、次の課題について協議を行うこととした。 

(1)障がい者等の就労にかかる課題に関する整理と検討 

ア 就労系障害福祉サービス提供事業所における課題や情報の共有 

イ 就労系障害福祉サービス提供事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修の

実施 

ウ 就労系障害福祉サービス提供事業所の工賃向上に向けた企画の提案  

エ 直Ｂ利用に係る秋田市モデルのアセスメント体制の構築     

(2) 当事者やその家族に向けた情報発信 

  ア 障害福祉サービ利用に関する説明会の開催 

   イ 事業所一覧の更新 

(3) 就労系障害福祉サービス提供事業所の作業受注に向けた民間企業等との連携 

ア 共同受注事業を含めた作業発注・受注体制の検討 

イ 障がい者雇用に関する情報発信と共有 

(4) その他、部会で検討が必要と判断した事項 

 

３ 協議の方法について 

 

 支援内容ごとにより具体的な協議を進めるため、協議の方法については、次に掲げる

方法のとおり行うこととした。 
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(1) 運営会議の開催 
「協議会」で協議のあった課題等について情報共有を図り、「部会」でのスムーズな運営を行

うための準備やその方法等について確認または協議をするため「運営会議」を必要に応じて開催

する。 

 

(2) 部会の開催 
協議会からの課題検討の依頼のあった内容や各部会の判断により独自に協議が必要と判断し

た事項について協議を行うため、必要に応じて開催する。 

 

 

４ 協議の経緯について（○：運営会議 □：部会 △：合同部会） 

 

△R1.7.11(木) 第１回 合同部会および個別部会 あきぎんスタジアム会議研修室 

PM1:30～4:00 
・出席者：(相談支援部会) 成田委員、猪岡委員、石井委員、高野委員、片桐委員 

畠山委員、佐藤（ち）委員、船起委員、佐藤（佐）委員 

(就労部会)   牧野委員、工藤委員、橘委員、成田委員、阿部委員、栗田委員 

(児童部会)   鈴木委員、高野委員、岩本委員、大友委員、加賀谷委員 
・主な協議内容等 

 【合同部会全体会議】 
 (1) 秋田市障がい者総合支援協議会の概要について 

 (2) 秋田市障がい者総合支援協議会各部会の運営方法について 

【各部会個別会議】 

  (1) 部会長および事務担当者の互選について 

(2) 追加する委員について 

(3) 目指すべき方向性と元年度の課題について 

  
□R1.8.30(金) 第１回 部会 中央市民サービスセンター音楽室３ PM1:30～3:00 

・出席者：牧野委員（部会長）、栗田委員、工藤委員、成田委員、橘委員、荒川委員、阿部委員、

設置運営要綱18条に基づく関係者【由利氏（天王みどり学園）、菊地氏（秋田障害者職

業センター）、神原氏（ウェルビューいずみ障害者就業・支援センター）】、事務局

（障がい福祉課２名） 

・主な協議内容等 

 (1) 秋田市障がい者総合支援協議会・概要説明 

 (2) 平成30年度就労部会総括・説明 

 (3) 令和元年度就労部会の目指すべき方向性について 

 (4) 令和元年度就労部会検討事案 

  (5) 課題検討と担当者選定 

 

 

□R1.9.27(金) 第２回 部会 市役所庁舎 洋室３ PM1:30～PM3:00   

・出席者：牧野委員（部会長）、栗田委員、工藤委員、橘委員、設置運営要綱18条に基づく関係者
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【由利氏（天王みどり学園）、曽我氏（スクールファーム河辺）、入江氏（保戸野ハウ

ス）、神原氏（ウェルビューいずみ障害者就業・支援センター）】、事務局（障がい福

祉課２名） 

・主な協議内容等 

 (1) 検討事項について 

        ア 就労系障害福祉サービス提供事業所（以下、事業所）における課題に関する整理と検討 

イ 事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修の実施  

ウ 事業所の工賃向上に向けた企画提案 

エ 直Ｂアセスメントについて 

オ 当事者やその家族に向けた情報発信  

カ 事業所の作業受注に向けた民間企業との連携 

キ 障がい者雇用に関する情報発信と共有 

ク その他部会で検討が必要と判断した事項 

 (2) 各委員・関係者より情報提供および情報・意見交換 

 

□R1.10.25(金) 第３回 部会 市役所庁舎 洋室３ PM1:30～3:00 

・出席者：牧野委員（部会長）、栗田委員、工藤委員、成田委員、阿部委員、石山委員、設置運営

要綱18条に基づく関係者【由利氏（天王みどり学園）、曽我氏（スクールファーム河

辺）、神原氏（ウェルビューいずみ障害者就業・支援センター）】、事務局（障がい福

祉課２名） 

・主な協議内容等 

(1) 検討事項について 

       ア 就労系障害福祉サービス提供事業所（以下、事業所）における課題に関する整理と検討 

イ 事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修の実施  

ウ 事業所の工賃向上に向けた企画提案 

エ 直Ｂアセスメントについて 

オ 当事者やその家族に向けた情報発信  

カ 事業所の作業受注に向けた民間企業との連携 

キ 障がい者雇用に関する情報発信と共有 

ク その他部会で検討が必要と判断した事項 

 (2) 各委員・関係者より情報提供および情報・意見交換 

 

□R1.11.29(金) 第４回 部会 市役所庁舎 音楽室２ PM1:30～3:00 

・出席者：牧野委員（部会長）、工藤委員、石山委員、栗田委員、阿部委員、設置運営要綱18条に

基づく関係者【由利氏（天王みどり学園）、入江氏（保戸野ハウス）、神原氏（ウェル

ビューいずみ障害者就業・支援センター）】、事務局（障がい福祉課２名） 

・主な協議内容等 

 (1) 令和元年度各課題検討事案の検討 

ア 事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修の実施 

イ 就労支援アセスメントについて 

ウ 当事者やその家族に向けた情報発信 

エ 障害者雇用に関する情報発信と共有 

オ その他、部会で検討が必要と判断した事項 
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 (2) 各委員より話題提供及び情報・意見交換 

 

□R2.1.24(金) 第５回 部会 市役所庁舎 洋室３ PM1:30～3:00 

・出席者：牧野委員（部会長）、成田委員、石山委員、栗田委員、阿部委員、設置運営要綱18条に

基づく関係者【由利氏（天王みどり学園）、入江氏（保戸野ハウス）、神原氏（ウェル

ビューいずみ障害者就業・支援センター）、山口氏（独立行政法人高齢・障害・求職者

雇用支援機構）】、事務局（障がい福祉課１名） 

・主な協議内容等 

 (1) 令和元年度各課題検討事案の検討 

ア サービス管理責任者及び障がい者就労支援に関わる職員と相談支援専門員による研修会

の振り返り 

イ 今後の就労部会の在り方について 

ウ 当事者やその家族に向けた情報発信 

エ 障害者雇用に関する情報発信と共有 

オ 障がいサービス提供事業所の市民ホール展示について 

 (2) 各委員より話題提供及び情報・意見交換 

   

□R2.2.28(金)  第６回 部会 市役所庁舎 洋室４ PM1:30～3:00 
・出席者：牧野委員（部会長）、成田委員、工藤委員、栗田委員、荒川委員、阿部委員、菊池委員

（橘委員代理）設置運営要綱18条に基づく関係者【由利氏（天王みどり学園）、曽我氏

（スクールファーム河辺）、小塚氏、入江氏（保戸野ハウス）、斎藤氏（相談支援部会   

長）、神原氏（ウェルビューいずみ障害者就業・支援センター）】、事務局（障がい福祉

課１名）  

・主な協議内容等 

(1) 令和元年度就労部会の総括 

ア 就労系障害福祉サービス提供事業所（以下、事業所）における課題に関する整理と検討 

イ 事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修の実施 

ウ 事業所の工賃向上に向けた企画提案 

エ 直Ｂアセスメントについて 

オ 当事者やその家族に向けた情報発信  

カ 事業所の作業受注に向けた民間企業との連携 

キ 障害者雇用に関する情報発信と共有 

ク その他部会で検討が必要と判断した事項 

ケ 令和２年度・就労部会の目指すべき方向性や企画案について 

(2) 各委員より話題提供及び情報・意見交換 

 

５ 協議結果：協議の成果と今後の検討課題について 

(1) 障がい者等の就労にかかる課題に関する整理と検討 
①  協議の成果 

ア 就労系障害福祉サービス提供事業所における課題や情報の共有 

令和元年１２月１８日に相談支援部会と共同開催した「サービス管理責任者

及び障がい者就労支援に関わる職員と相談支援専門員による研修会」の「就労

支援分科会」の中で、企業からの参加者を交えて、事業所における課題や就労

支援に関する情報の共有・検討を行った。 
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イ 就労系障害福祉サービス提供事業所の支援員を対象としたスキルアップ研修

の実施  

同研修会の就労支援分科会において、「ワールドカフェ」形式のグループ 

ワークを実施。就労系障害福祉サービス提供事業所の支援員以外に、企業（４

社）の人事担当者等も参加。それぞれが抱える課題の検証と共有、企業と福

祉、双方からの障害者雇用に関する意見交換、顔の見える関係形成ができた。 

ウ 就労系障害福祉サービス提供事業所の工賃向上に向けた企画の提案 

     前年度から引き続き秋田市庁舎内等で就労系障害福祉サービス提供事業所の販 

    売について検討し、関係部署と具体的検討を重ねたが、販売を目的として、定期 

的に市庁舎等を利用することは困難であることから、今後、別の視点での企画を 

検討することとした。 

エ 直Ｂ利用に係る秋田市モデルのアセスメント体制の構築  

     直Ｂアセスメントを行う就労移行支援事業所数の減少（今年度は１施設）に伴

い、相談支援部会や障害者就業・生活支援センターと連携し、秋田市モデルのア

セスメント体制を構築した。 

②  今後の検討課題 

      アについて 

    就労系障害福祉サービス提供事業所の支援員が抱えている課題や情報が事業所

間で共有できていないことから、当部会から情報発信する形ではく、当事者同士

が直接、課題検証や情報共有を図ることができる小規模の集まりを企画してい

く。 

   イについて 

    アンケートの結果、企業参加型研修の要望が多かったことから、同業･異業を含

めた就労支援に関する研修会を企画検討していく。 

   ウについて 

    提供型ではなく、別の視点（例：研修…学習型／実技型）での、工賃向上に向

けた企画を検討していく。 

   エについて 

    令和２年１月に直Ｂアセスメントを行う就労移行支援事業所が１ケ所増え、次年    

度もアセスメント対象者本人やその家族の意向を最優先し、負担や不安軽減を図る 

   と共に相談支援事業所、支援学校担当者、障害者就業・生活支援センターの連携体 

   制強化を図る。 

 

(2) 当事者やその家族に向けた情報発信 

  ① 協議の成果 

     ア 障害福祉サービ利用に関する説明会の開催 

     秋田市内特別支援学校中学部３年生、高等部１・２年生の保護者を対象とし

て障害福祉サービス（就労系含む）利用に関する説明会を1回開催した。市障が

い福祉課からの説明と資料提供。保護者が個別に相談できる場を設けた。 

    イ 事業所一覧の更新 

     就労系障害福祉サービス（就労移行支援・就労継続支援Ａ型・Ｂ型）事業所
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とグループホーム事業所の一覧表を市ホームページに掲載し、新規事業所の指

定等にあわせて更新した。サービスを利用する本人やその家族だけでなく、ハ

ローワークや障害者職業センター、相談支援事業所、他の障害者支援機関、医

療機関、特別支援学校などの相談場面において活用されている。 

 ② 今後の検討課題 

アについて 

次年度は県央地区特別支援学校進路指導連絡協議会で隔年主催している障害福

祉サービス提供事業所合同説明会での開催を検討し、市障がい福祉課からの説明

と資料提供のほか、部会委員や協力員による福祉サービスや就労に関する個別相

談も企画していく。 

イについて  

次年度も早期の更新に努め、最新の情報掲載を行なっていく。ホームページを

参考にする本人や家族も多くなっていることから、事業所パンフレット（ＰＤＦ

形式）の掲載を検討していく。 

 

 (3) 就労系障害福祉サービス提供事業所の作業受注に向けた民間企業等との連携 

   ① 協議の成果 

   ア 共同受注事業を含めた作業発注・受注体制の検討 

      今年度から秋田県共同受注窓口ができたため当部会での協議は取りやめた。 

イ 障がい者雇用に関する情報発信と共有 

      各委員・協力員が保有する企業からの障がい者雇用募集情報や新規の就労系 

障害福祉サービス提供事業所等の新設・空床情報について情報共有を図った。 

② 今後の検討課題 

アについて 

具体的な協議は行わないが、共同受注窓口に関する情報共有は随時共有してい

く。 

イについて 

    次年度も福祉・企業就労等に関する各種情報を共有していく。 

 

(4) その他、部会で検討が必要と判断した事項 
① 協議の成果 

    ア  秋田市人事課との連携 

      市人事課担当者から積極的に部会への参加があり、障がい者雇用や障がい特

性等に関する情報交換等を行った。 

   イ 市障がい者雇用における職種の検討 

   当部会から市人事課担当者へ、事務作業以外の職種の就労事例等を提案した。

また、新たな職種の検討のため大森山動物園の協力を得て、部会委員・協力員に

よる見学を行った。 

② 今後の検討課題 

 アについて 

  市の雇用率は達成したが、次年度も定着支援に関する助言や「障害者活躍推進 

 事業」に関して人事課等の相談等に対応・連携していく。 
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   イについて 

    アと同様、市の障がい者雇用の意向に対して、助言や相談等の連携を行ってい

く。 

 

６ 今後の部会での協議等について 

   

(1) 就労系障害福祉サービス提供事業所の支援員を対象とした就労支援スキルアップ 

  に向けた研修の実施 

 

(2) 直Ｂ利用に係るアセスメント体制を調整 

 

 (3) 当事者やその家族に向けた障害福祉サービ利用に関する説明会の開催 

  

(4) 就労系障害福祉サービス提供事業所一覧の更新 

 

(5) 障がい者雇用に関する情報発信と共有 

    

 


